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はじめに

日本のプラスチックごみ排出量

プラスチック循環利用協会（2025）

2023年：約769万トン
（日本の総ごみ排出量の約5分の1を占める）



はじめに

一人当たり容器包装

プラスチック廃棄量

世界第2位

環境省（2020

）



はじめに

約148億本

約241億本

ペットボトルリサイクル推進協議会（2024

）



はじめに

年間約200万トンのCO₂排出

ペットボトルリサイクル推進協議会（2024）



CO₂ 60%↓

はじめに

カスケードリサイク

ル

水平リサイクル※

※：元の製品よりも質の低い製品にリサイクルすること

水平リサイクルは33.7％！！

ペットボトルリサイクル推進協議会（2024）



水平リサイクルを実施する上での課題

ペットボトルの汚れ 異物混入

(武蔵村山市,2021)

はじめに



Radke et al. (2025) 

異なる2種類のポスターが、飲料容器の分別行動に与える影響を分析

研究

ポスター① ポスター②



DID分析（差分の差分分析）

研究



研究

ポスター①による介入を表す  がマイナスかつ

統計的有意

ポスター②による介入効果を表す   は正の値で

あるが、統計的有意とはいえない



創価大学内における現状

創価大学生への意識調

査

調査媒体：Google form

期間：2025年12月18日〜30

日

対象者：全創価大学生

回答者数：66名

有効回答：66件



水平リサイクルの認知度

創価大学内における現状



ペットボトルをどこに捨てるか

創価大学内における現状



意識する分別行動

創価大学内における現状



必要だと思う分別行動

創価大学内における現状



手間だと思う分別行動

創価大学内における現状



分別行動をよくしていきたいか

創価大学内における現状



施策を行うことは効果的であると思うか

創価大学内における現状



アンケート結果まとめ

創価大学内における現状

• 水平リサイクルの認知度は4分の1程度

• 中身の洗浄が最も行われていない

• ほとんどの学生が分別行動の向上と施策の実施に前向き

ペットボトルの分別行動を変容する施策の実

施



施策案

「つなぐバトンプロジェクト」の提案

目的：創価大学内における水平リサイクルの促進

実施場所：創価大学中央教育棟

実施期間：2026年5月18日〜29日（仮）



施策案

施策案に関するアンケート

ペペペペペペペペペペペペペペペ 83.3ペ

ペペペペペペペペ 66.7ペ

ペペペペペペペペペペペペ ペペ 37.9ペ

ペペペペペペペペペペペペペペペペペ ペペ 24.2ペ



施策案

ポスター掲示による分別の促進

2種類の異なるポスターが正しい分別行

動にどれほど影響を与えるのかを検証

場所：中央教育棟1階のごみ箱



施策案

キャップ・ラベル専用のごみ箱の設置

中身の見える専用ごみ箱の設置の有無

で異物の除去率が変化するのかを検証

場所：中央教育棟2階のごみ箱



施策案

中身の洗浄・除去を行える場所へのごみ箱設置

洗浄の手間を最小限に抑えるための施策

「洗浄できる場所の近くにゴミ箱を置いてほしい」

という意見

「実施場所：B1階ローソン前、4階グランカフェ



まとめ
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